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□□　第２章　配色の効果　□□
１．色の対比効果において、一般に対象色は周辺の色との違いが強調されて感じられると言われる。周辺の色が暗くなれば、対象色はより〔明るく・暗く〕見え、周辺色が鮮やかになれば、対象色は〔鮮やかに・くすんで〕見える。
　対比効果を具体例で考えてみる。黄の周囲を橙で囲んだときと赤で囲んだときでは、黄が緑味を帯びて感じられる度合いは〔赤〕で囲んだときの方が大きいということになる。
　黄と青紫の組み合わせは、補色対比であり、〔明暗〕対比であり、〔寒暖〕対比でもある。赤と青緑は、このうち補色対比と〔寒暖〕対比が当てはまると言えよう。
　なお、このような対象色と周辺色の対比は〔同時〕対比、二つの色を続けてみるときに生じる対比は〔継時〕対比と呼ばれる。

２．デジタルカメラで撮影するとき、シャッタースピードが速ければ、感光素子に届く光の量は〔多く、少なく〕なるから、画像は〔白っぽく、黒っぽく〕なる。こういったことは画像全体に起こるのだが、黒は反射する光の量が小さいのであるから、シャッタースピードの変化に対する見える色の変化（明るさの変化）の絶対値は小さい。一方、白は大きいということになる。したがって、白い部分との対比で黒い部分をより黒く見せたいのであれば、シャッタースピードを〔速く、遅く〕すればよい。もっとも、あまり〔速く、遅く〕すると光の量が多すぎて、白い部分がのっぺりした白に感じられることになる。オートでの撮影からの調整は、一般には微調整に止まる。
※コラム〔１〕の記述では、デジタルカメラが特殊な処理を行っているように思えるかもしれない。しかし、明るさについては全体の平均的な明るさの部分の色がちょうどよい受光量となるようにシャッタースピードを調節すると、p27の画像のように壁の明るさが若干変化して感じられるように撮影される。
３．色の組み合わせは、対比効果を生むとは限らない。〔同化現象〕により、一方の色が他方の色に類似して感じられることがある。たとえば、細かい縞模様などで暗い縞と組み合わせると、地の色が〔明るく、暗く、鮮やかに〕感じられるようになる。タイルの目地などでも、同様の現象が見られることがある。これをベゾルト効果と呼ぶこともある。
　同化現象を極限まで推し進めていけば、混色という現象に行き着く。スーラやシニャックが描いた〔点描画〕は、細かい色の点を並置したとき、遠くから眺めると混色することを利用したものである。
４．誘目性とは〔特に何を見ようという目的を持っていない人の目を引きやすい〕性質のことである。視認性とは〔あらかじめ出現が予想されていたものの存在が認められやすい〕性質のことである。可読性とは〔観察している文字の読みやすさ〕のことである。色の三属性のうち、誘目性では〔色相〕との関わりが、視認性と可読性では〔明度〕との関わりが深い。街中で目が行きやすいのは〔暖色系、寒色系〕の看板だが、見つけやすいのはライトグレーのオフィス街にある〔赤、青〕の看板で、読みやすいのは〔青地に白文字、赤地に白文字〕の看板ということになろうか。なお、赤地に緑の看板は〔リープマン〕効果により、読みづらい。

５．〔回転混色〕というのは、円盤をいくつかの領域に塗り分けたものを回転させると色が混ざって見えるといった現象のことである。円盤を黄と緑に塗りわけて回転させれば黄緑が感じられる。青と赤に塗り分けて回転させれば〔紫〕が感じられる。このように、一般的には塗り分けた色の中間的な色合いが感じられるが、半分ずつ黄と青紫に塗り分けて回転させると〔灰色〕になる。このように、等面積に塗り分けた円盤を回転混色させたときに〔灰色〕となる２色の組合わせを互いに〔補色〕の関係にあるという。
６．納谷らの研究成果に基づいて、２色配色の印象と構成色の関係を考えてみよう。
　まず暖かさであるが、これは構成色の暖かさの感覚が関係してくる。（a）暖色どうしの組み合わせ、（b）暖色と寒色の組み合わせ、（c）寒色どうしの組み合わせであれば、〔a〕→〔b〕→〔c〕の順に暖かい感じから冷たい感じへと変化することになる。
　次に華やかさであるが、これは構成色の華やかさが関係してくる。構成色の華やかさを決定づける重要な要因として色相がある。暖色の方が〔華やか〕で、寒色の方が〔華やか〕ではない。また、明度は〔高い、低い〕ほど、彩度は〔高い、低い〕ほど華やかと感じられる。明度や彩度が変数として組み込まれた項は二乗するようになっているから、明度や彩度が高いほど、それらの影響は〔大きく、小さく〕なる。
　目立ちに関しては、構成色の最高〔彩度〕が関わっている（変数に組み入れられている）のだから、人には彩度の高い構成色の方に着目する性質があるのだろう。また、２色の色差も目立ちに影響を及ぼしている。構成色全体に着目するというよりは、より目立つ方の一色に着目して全体の目立ちを判断するようなところがあるようだ。
　こころよさについては、１１もの変数を使った複雑な式でその評価を表現している。前３者とは比較にならないくらい複雑な評価が為されている可能性がある。
７．色彩調和論は、それこそ「星の数ほど」存在するけれども、色彩学者のジャッドは、その主張は４つ程度にまとめられるという。
　ひとつは「秩序ある配色は調和する」というもので、〔ラムフォード〕や〔フィールド〕、〔イッテン〕の色彩調和論にあるように、ある表色系の上で規則的な配置を取る色で構成された配色は調和するという考え方である。これを〔秩序〕の原理と呼ぶ。
　類似と対比という２つの考え方がそこに加わる。これをジャッドは〔共通性〕の原理、〔　明白性〕の原理と呼ぶ。類似した色を使用したり、色相に共通性を持たせる、トーンに共通性を持たせるというように、色の三属性のうちの１つ〜２つを類似させて、残りの属性を変化させるというやり方は、類似の配色の典型例である。一方、対比としては補色の組み合わせが挙げられることが多い。赤と〔緑〕、青紫と〔黄〕といった組み合わせは調和するというのである。類似と対比を強調した色彩調和論として、〔シュヴルール〕の色彩調和論や〔ムーン＆スペンサー〕の色彩調和論がある。
　残されたひとつが〔親しみやすさ〕の原理である。オストワルトは徐々に変化するグラデーション系列から色を取って配色を構成すれば調和すると説く。このように、自然界には徐々に変化する色で構成されたシーンが見られるので、それらに親しみを覚えるというのである。
　さて、これらの原理に基づいて配色することは、好まれる配色を作成するのに有効だろうか。
　納谷や槙らの実証研究を見る限り、これらの原理の有効性は高くはない。２色配色を扱った納谷や槙の研究では、色の三属性のうち〔明度〕に差のある配色が調和するという結果が出ている。５つのビル模型の壁面色のパターンを変化させて評定させた槙らの研究では、調和は〔共通性〕や〔規則性〕と関連が深く、明白性（はっきり感）とは関連しないとの結果が得られている。
　状況によって好まれる配色が満たす条件は変化するであろうが、〔色相・明度・彩度〕に差をつけること、色の三属性に〔秩序、親しみやすさ、共通性、明白性〕を持たせることで調和感を得るとともに、使用色を検討して〔暖かさ、明るさ、軽さ〕を得られるようにすることなどを考えてみるといいだろう。
８．ファッション業界から提案されている色彩調和の指針は実用的なものである。
　その一つ、〔ドミナント〕とは「支配的な」もしくは「優勢な」という意味であり、少なくとも色相・明度・彩度の一つに共通性・類似性を持たせる配色手法である。〔トーン・オン・トーン〕配色は色相に共通性を持たせトーンを変化させる配色手法、〔トーン・イン・トーン配色〕は〔色相〕に変化を持たせ〔トーン〕に共通性を持たせる配色手法である。徐々に色を変化させていく配色手法を〔グラデーション〕というが、〔ナチュラル・ハーモニー〕や〔コンプレックス・ハーモニー〕という、構成色の明るさだけでなく色相も徐々に変化させる手法にも独自の名称が与えられている。
〔セパレーション〕や〔レピテーション〕は、不調和な配色であっても、構成色を分離したり繰り返したりすることで調和が得やすくなるということを表している。これは、色だけを切り離して考えるのではなく、色の配置や面積や部位やその他諸々の変更可能な要素と一体に考えるという、デザインプロセスの本質を思い起こさせてくれる側面を持っている。そういう意味あいから、机上の理論として発展？してきた西洋の色彩調和論とは一線を画していると言えよう。配色の理論は、配色プロセスや評価をもとにして構築していきたいものである。
９．ブリュッケは、色相に自然な明暗関係があることを説いている。

「日光に直接照らされた青い表面は、明るい〔緑み、紫み〕青のシアンに見える。ところが、日光のあたらない日陰の色は、暗い青のウルトラマリン（〔緑み、紫み〕の青）になる。だからシアンとウルトラマリンは気持ちのよい配色を形作るのだ。」

　ルードも、次のように述べている。

「兵士の緋色のコートは、陰になっているときに〔赤く、黄みの赤に〕見え、日なたの部分では〔赤、黄みの赤〕である。日光を浴びた草の葉は、〔黄みの緑、青みの緑〕の色相を得る。日陰ではそれはもっと〔黄みの緑、青みの緑〕である。しかし、これらの場合、どちらもわれわれにとって不快な効果を生むものではない。というのは、われわれは、これらの物体がさらされているような照明光の自然の帰結としてそれらの色を見ているからである。」

　前項で紹介した〔ナチュラル・ハーモニー〕と関連する記述である。

　※上述の引用は、「福田邦夫：色彩調和論、朝倉書店」より

10．テキスト本文では触れていないのだが、上述の純色における明度の自然な変化は、配色調和の核心の一つをついているのではないかと思う。色相環に沿って、純色の明度を追いかけてみることにしよう。
　まず〔黄〕は最高明度である。そこから、黄緑→緑と明度が下がり、〔青〕や紫で最低明度となり、〔赤紫〕→赤→橙と明度が上がってくる。純色で構成される色相環は「斜めの輪」なのである。
　したがって、明度差をつけるには白や〔黄〕と〔青〕や〔紫〕や黒を組み合わせることになる。ここでは、必ずしもトーンを揃えずとも、明度差が存在することによって調和する可能性が高いのではなかろうか。それに対し、明度差がつけづらい赤や緑では、トーンを揃えることで共通性を増す必要があると考えられる。このように、色相に着目して色を使用することは、実は同時に明度にも変化を付けることにつながるケースがある。
　色相を変化させたときの明度の効果は、低彩度色より高彩度色で考慮する必要性が大である。このことは、P.C.C.S.表色系の解説に掲載されている色相×トーンの図を見ることで確認できるだろう。同一トーンで色相が変化した場合の明度の変化は〔vivid〕トーンで最大であり、明清色系列であれば、〔bright〕トーン→〔light〕トーン→〔pale〕トーンとなるに従って、それが小さくなっていく。そうなれば、トーンを揃えることの効果が大きくなるであろう。
　ただし、上述の解釈は、ひとまず槙の仮説である。

10．調和した配色を得るための工夫は、調和の原理を明らかにすること以外にも存在する。
　たとえば色数を限定した方が配色の調和を検討しやすいので、結果的に調和した配色が得やすいという考え方がある。〔P.C.C.S〕表色系や各種標準色にそのような考え方が現れている。
　好ましい配色を構成する色の系列を探しやすいような色の並びを考慮するということもある。〔オストワルト〕表色系や〔P.C.C.S〕表色系、ブリティッシュ・スタンダードの建築用標準色などに、そのような配慮が見られる。そこでは、色の明度や彩度の共通性に着目するというよりは、白、黒、純色の配合割合、もしくはそれに類似した属性に着目していることになる。つまり、明度差に着目したものではないから、共通性（特に、色相ではなく、トーンの）をベースに据えるという戦略を取りやすいよう為された配慮が主だと言えよう。それに対し、パーソナルカラーやカラーパレットを構成する色のように、色相の共通性が考慮されていることも多い。
　実際のデザインでは、色相が鍵を握るケースが多いように思う。調和していると感じる配色を収集して、どんな調和理論が（きっと複数あるが）導けるか、検討してみると良いだろう。
11．ブリティッシュ・スタンダードの建築用標準色（BS 5252）における〔建築用色彩コーディネーションのための枠組み〕は、灰色成分の量が等しいと感じられるだけでなく、重さの感覚も等しくなるよう〔色相、明度、彩度〕を調整した色の系列である。BS 5252では〔12〕種類の色相が採用されているが、それらは各色相の代表的な色相を選出しただけでなく、デザインに用いられることの多い木材、石材などを表現するYRについては２色相を選出するなど、実際のデザインを想定した選択を行っている。
12．木々の緑を描くのに、日に当たっているところは黄味寄りに、当たっていないところは青みよりに描くというのは、〔ベゾルド＝ブリュッケ現象、アブニー効果〕に適っている。
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